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担当部署:　水道局 工務課　
	処分の概要
	過料

	例規名
根拠条項
	交野市水道事業給水条例　第44条及び第45条

	例規番号
	昭和43年条例第3号

	【根拠条文】
(違反処分)
第44条　市長は、次の各号の一に該当するときは、その理由の継続する間給水を停止し、50,000円以下の過料を科し、損害があつたときは、これを賠償させることができる。
(1)　料金、手数料又はその他の費用の徴収を免れようとして詐欺、その他不正の行為をしたとき。
(2)　給水を乱用し、又は管理者の許可を受けないでこれを販売したとき。
(3)　正規の手続きを経ないで、工事を行ない、又は給水装置を使用したとき。
(4)　消火のためのほか、管理者に届け出ないで私設消火栓を使用したとき。
(5)　市職員の職務の執行を拒み、又はこれを妨げたとき。
(6)　第23条第1項に規定する給水装置の管理義務を著しく怠つたとき。
(7)　前各号のほか、この条例又はこの条例に基づく規程若しくは指示に違反したとき。
(料金等を免れた者に対する過料)
第45条　市長は、詐欺その他不正の行為によつて第25条の料金、第32条の手数料、第35条の給水負担金又は第36条の分担金の徴収を免れた者に対し、徴収を免れた金額の5倍に相当する金額(当該5倍に相当する金額が50,000円を超えないときは、50,000円とする。)以下の過料を科することができる。

【基準】
根拠条文に同じ。
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